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マキノ小学校

◇ 開校準備協議会第８回会議を開催しました

令和８年２月2６日（木）、マキノ土に学ぶ里研修センターで、本協議会の第８回会議を開催しました。

会議では、施設整備部会、教育課程部会、通学･学校運営支援部会から、これまでに各部会で話し合われた

内容について報告がありました。概要は、次のとおりです。

施設整備部会
（饗庭部会長（マキノ中学校長））

・昨年１１月に新小学校の基本設計と実施設計

を行う業者が決定し、これまで複数回にわた

り担当課と協議が行われている。

・業者との協議の中で、マキノ中学校実習棟の

劣化が著しく、長寿命化工事を行うには費用

対効果が見込めないことが判明したことから、

新小学校新築工事に合わせて実習棟を解体し、

新築工事を行う計画としている。 教育課程部会
（市川部会長（マキノ東小学校長））

・新小学校の教育課程や学校教育目標に関する

こと、また現在の３小学校の交流をさらに進

める方法について話し合いを行っている。

・部会では、子どもが日常的に意識でき、生活

の中で振り返ることができる学校教育目標が

望ましいという意見があり、マキノ小学校３

文字にちなみ、「ま」じめ 「き」びきび

「の」びのび という案が示された。

・統合までの教育課程に学校間の交流を盛り込

むべきとの考えのもと、２月には１、２年生

で学年ごとの交流事業が実施された（３年生

は感染症の流行により中止）。新年度におい
ても学年に応じた交流事業が計画されている。

通学・学校運営支援部会
（和田部会長（マキノ西小学校長））

・新小学校の校歌･校章の作成について協議を

行っている。

・部会では、校歌･校章ともに入学式や開校式

に間に合うように作成すること、校歌の歌詞

と校章デザインは公募により案を募ること、

校歌の作曲は、専門家に依頼する方針とした

（詳細は裏面）。

・通学カバンについては、現在マキノ西小学校

で使用しているランリックを斡旋することと

し、令和９年度入学生から使用してもらうよ

う３小学校長名でマ

キノ地域のこども園

の保護者に案内する

予定である。

裏面もご覧ください。
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は、市のホームページでも

見ることができます。

開校準備協議会

ホームページ

令和８年２月１０日（火）、マキノ西小学校において、通学･学校運営支援部会の第３回会議を開催

しました。会議では、新小学校の校歌･校章の作成についての基本方針（制作の可否）と方向性（作成

時期、作成方法）について協議しました。

校歌や校章の作成は、児童生徒や保護者等の帰属意識や連帯感を高めるとともに、学校を象徴する

ものとして重要であることから、マキノ小学校においても校歌・校章を作成することとなりました。

部会での決定事項は、次のとおりです。

※高島市ホームページでは、旧マキノ北小学校を含め、市内の小中学校の校歌を紹介

しています。この機会にぜひご覧ください。

◇ マキノ小学校の校歌・校章について

高島市

ホームページ

（校歌）

校歌

作成時期は、開校前とする。

作詞は、公募により募集する。

作曲は、専門家に委託する。

〇部会員からの主な意見

・学校の運営上、校歌や校章があることで授業や

学期ごとの節目における行事がやりやすいのではないか。

・中学校には校歌がある。一方で小学校に無いのはちょっと考えにくい。

・開校式や入学式で新しい校歌を歌うためには、開校間際の完成では遅い。

・在校生が統合に向けて練習をすることで、統合に向けての気持ちを高めることができる。

・子どもたちにとっては「閉校」と「開校」の双方の実感が持てる機会となる。

校章

作成時期は、開校前とする。

デザイン案は、公募により募集し、

必要に応じてリライト※を行う。

※リライト…応募されたデザイン案を目的や条件に合わせて、より適切で分かりやすく、魅力的な内容へ

と修正・改善すること。

〇部会員からの主な意見

・地元の方や関係者には、何らかの形で関わってもらった方が良い。

・校歌よりも校章デザインの方が応募数が多くなるように思う。

・マキノに関係のない人でも参加しやすい。

このイラストは、現在の小学校の校章（左から順に東小、西小、南小、旧北小）
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